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	スライド 1:  シポジウム　「縄文の装身具を考える」　  今回のシンポジウムでは日本列島に於ける縄文時代装身具研究の現状及び課題を踏まえ、これからの研究方向と問題点を整理する機会と位置付け、その為に地域毎の装身具の種類・形態、副葬や組合せなどの諸特徴について、それぞれの地域で装身具研究に取り組む中堅・若手研究者の成果発表を中心としている。地域毎の資料集成に留まらない、佩用人物を含めた従来の研究視点とは違う新たな視座からの問いかけは、今後の縄文時代の装身具研究が取り組むべきテーマと方向性を提示する機会とな

